
　書き初めの練習をしていた児童たち。
一文字一文字丁寧に書き上げ「お正月は
初詣に行きたいな」「願い事も決まって
いるよ」などと話していました。

（12月18日／滝郷小）

連れて行ってね
書き初め授業
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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
市
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
健
や
か
に
新
年
を

お
迎
え
に
な
ら
れ
た
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上

げ
ま
す
。

　
東
日
本
大
震
災
か
ら
２
回
目
の
新
年
を
迎

え
ま
し
た
。
旭
市
で
は
、
津
波
や
液
状
化
の

被
害
で
家
を
壊
さ
れ
て
し
ま
っ
た
市
民
、
１

１
７
世
帯
、
２
９
４
人
が
仮
設
住
宅
で
新
年

を
迎
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
平
成
25
年

度
の
市
政
の
最
優
先
課
題
と
し
て
「
先
の
見

え
る
か
た
ち
で
の
復
興
」
に
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
と
決
意
を
新
た
に
し
て
お
り
ま
す
。

　

昨
年
１
月
に
策
定
し
た
「
旭
市
復
興
計

画
」
を
基
本
に
、
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
市

民
の
期
待
に
応
え
る
べ
く
進
め
て
い
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
四
つ
の
基
本
方
針
「
被

災
者
の
生
活
再
建
」「
地
域
経
済
の
再
興
」「
都

市
基
盤
の
再
生
」「
災
害
に
強
い
地
域
づ
く

り
」
に
つ
い
て
、
具
体
的
な
施
策
に
取
り
組

ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
「
被
災
者
の
生
活
再
建
」「
地
域
経
済
の
再

興
」
で
は
、
33
戸
の
災
害
公
営
住
宅
を
計
画

し
、
自
力
で
再
建
の
見
通
し
が
立
た
な
い

方
々
の
た
め
に
建
設
を
始
め
ま
す
。
一
方
、

国
の
復
興
支
援
の
グ
ル
ー
プ
補
助
金
に
認
定

さ
れ
、
そ
の
活
用
が
大
き
な
力
と
な
り
、
地

域
の
産
業
の
再
生
を
進
め
て
く
れ
て
お
り
ま

す
。

　
「
都
市
基
盤
の
再
生
」「
災
害
に
強
い
地
域

づ
く
り
」
で
は
、
液
状
化
の
原
因
、
地
盤
の

強
度
な
ど
の
調
査
を
開
始
し
、
今
後
の
対
策

に
向
け
て
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
進
め
て
お

り
ま
す
。
そ
し
て
、
旭
市
に
と
っ
て
最
大
の

課
題
が
津
波
対
策
で
あ
り
ま
す
。
海
岸
線
11

㎞
の
津
波
防
護
施
設
の
設
計
・
施
工
が
、
本

年
度
よ
り
飯
岡
地
先
か
ら
５
工
区
に
分
割
し

て
着
工
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た

市
の
独
自
の
事
業
と
し
て
は
、
津
波
避
難
タ

ワ
ー
２
基
の
建
設
、
そ
し
て
「
復
興
ま
ち
づ

く
り
計
画
」
の
中
に
津
波
避
難
道
路
の
整
備
、

津
波
避
難
ビ
ル
の
指
定
、
津
波
避
難
ル
ー
ト

の
作
成
、
追
加
分
の
津
波
避
難
タ
ワ
ー
の
建

設
、
津
波
被
害
減
災
の
た
め
の
築
山
の
計
画

な
ど
を
盛
り
込
み
実
施
し
て
い
か
ね
ば
と
、

本
年
度
中
を
め
ど
に
計
画
書
を
作
成
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
こ
う
し
て
、
復
興
へ
の
道
２
年
目
に
入
り

ま
す
。
復
興
に
係
る
施
策
の
ほ
か
、
総
合
計

画
の
後
期
基
本
計
画
に
よ
る
事
業
に
つ
い
て

も
取
り
組
み
、
震
災
前
以
上
の
東
総
の
中
核

都
市
「
日
本
一
住
み
よ
い
ま
ち
旭
市
」
を
つ

く
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
銚

子
連
絡
道
路
の
延
伸
に
よ
る
県
都
一
時
間
構

想
の
実
現
、
ま
た
県
道
銚
子
海
上
線
の
清
滝

バ
イ
パ
ス
の
早
期
実
現
。
市
単
独
の
道
路
整

備
と
し
て
は
、
飯
岡
海
上
連
絡
道
、
旭
中
央

病
院
ア
ク
セ
ス
道
の
東
総
広
域
農
道
ま
で
の

延
伸
、
南
堀
之
内
バ
イ
パ
ス
な
ど
の
早
期
実

現
に
向
け
、
市
民
の
皆
さ
ま
に
一
層
の
ご
理

解
を
い
た
だ
き
、
進
め
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。
そ
の
ほ
か
、
旭
市
の
農
業
の

振
興
、
産
業
の
活
性
化
、
さ
ら
に
は
交
流
拠

点
・
防
災
拠
点
と
し
て
の
位
置
付
け
の
も
と

に
「
道
の
駅
」
の
完
成
を
目
指
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、
人
口
減
少
対

策
、
少
子
化
対
策
も
、
地
方
都
市
に
と
っ
て

最
大
限
の
努
力
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
問
題
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
世
の
中
に
目
を
向
け
る
と
、
政
治
が
新
し

い
方
向
に
変
わ
ろ
う
と
し
て
お
り
ま
す
。
昨

今
気
に
な
る
の
は
、
日
本
人
の
古
き
良
き
教

え
「
謙
虚
さ
」「
我
慢
」「
責
任
」「
恥
じ
ら
い
」

な
ど
に
つ
い
て
、
秩
序
の
な
い
風
潮
に
な
っ

て
き
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
こ
ん
な
と

き
だ
か
ら
こ
そ
、
私
の
思
い
、
政
治
を
志
し

た
「
ふ
れ
あ
い
」「
ま
ご
こ
ろ
」「
思
い
や
り
」

の
原
点
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

年
頭
所
感

共
に
進
も
う
！　

先
の
見
え
る
復
興
を
目
指
し
て

旭市長

明 智 忠 直
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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
市
民
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
輝

か
し
い
新
春
を
健
や
か
に
お
迎
え
の
こ
と
と
、

心
か
ら
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、

日
ご
ろ
よ
り
、
市
政
発
展
の
た
め
に
多
大
な

る
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
６
月
の
議
長
就
任
以
来
、
よ
り
身
近

な
議
会
、
開
か
れ
た
議
会
の
実
現
を
念
頭
に

置
き
、
議
会
運
営
に
努
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

初
春
を
迎
え
て
、
旭
市
の
さ
ら
な
る
発
展
の

た
め
に
、
引
き
続
き
努
力
し
て
ま
い
り
た
い

と
決
意
を
新
た
に
し
て
お
り
ま
す
。

　
国
で
は
、
バ
ブ
ル
崩
壊
か
ら
続
く
景
気
低

迷
、
長
期
化
す
る
デ
フ
レ
、
少
子
高
齢
化
に

伴
う
人
口
・
労
働
力
減
少
、
国
内
需
要
と
投

資
機
会
の
減
少
な
ど
に
よ
り
、
財
政
赤
字
の

拡
大
、
社
会
保
障
制
度
の
持
続
可
能
性
の
低

下
な
ど
、
多
く
の
課
題
を
う
か
が
わ
せ
て
い

ま
す
。

　
さ
て
、
近
年
の
地
方
分
権
の
進
展
に
伴
い
、

住
民
に
身
近
な
市
の
役
割
は
ま
す
ま
す
重
要

に
な
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。
旭
市
に
お
き
ま

し
て
は
、
一
昨
年
発
生
の
東
日
本
大
震
災
か

ら
の
復
興
計
画
「
心
を
ひ
と
つ
に　
共
に
進

も
う　
復
興
あ
さ
ひ
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
一

日
も
早
い
復
興
に
、
議
会
と
し
て
も
協
力
し
、

各
種
政
策
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
「
自
立
・
共
生
・
協
働
に
よ
る
ま
ち

づ
く
り
」
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
震
災
前

以
上
の
「
日
本
一
住
み
よ
い
ま
ち
旭
市
」
を

目
指
し
て
、
議
会
と
致
し
ま
し
て
も
取
り
組

ん
で
い
く
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　
市
議
会
は
二
元
代
表
制
の
下
で
、
市
長
、

そ
の
ほ
か
の
執
行
機
関
と
の
立
場
や
権
能
の

違
い
を
踏
ま
え
、
常
に
緊
張
あ
る
関
係
を
保

ち
な
が
ら
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
福
祉
の
向
上

お
よ
び
市
政
の
発
展
に
寄
与
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
議
会
と
致
し
ま
し
て
は
、
行
政
へ
の
監
視

お
よ
び
評
価
を
は
じ
め
独
自
の
政
策
立
案
な

ど
、
議
会
機
能
の
一
層
の
充
実
強
化
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

　
な
お
開
か
れ
た
議
会
を
目
指
し
、
昨
年
６

月
の
平
成
24
年
第
２
回
定
例
会
よ
り
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
本
会
議
の
録
画
中
継
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
市
政
課
題
の
解
決

に
向
け
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
声
を
十
分
お
聴

き
し
、
し
っ
か
り
と
し
た
議
論
を
重
ね
る
と

と
も
に
、
皆
さ
ま
の
期
待
に
応
え
る
べ
く
、

誠
心
誠
意
尽
く
し
て
ま
い
る
所
存
で
あ
り
ま

す
。

　
新
春
に
臨
み
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
支
援
、

ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、

本
年
が
皆
さ
ま
に
と
り
ま
し
て
幸
せ
で
実
り

多
く
、
大
い
な
る
飛
躍
の
年
と
な
り
ま
す
こ

と
を
心
よ
り
お
祈
り
し
、
新
年
の
ご
あ
い
さ

つ
と
致
し
ま
す
。

震
災
を
乗
り
越
え　

復
興
へ

日
本
一
住
み
よ
い
ま
ち
を
目
指
し
て

旭市議会議長

林　俊 介
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ジ
し
た
緑
色
の
羽
、
尻
尾
は
イ
ワ
シ

の
尾
び
れ
、
元
気
な
ひ
よ
こ
の
男
の

子
。
海
で
泳
ぐ
こ
と
も
得
意
で
、
自

然
豊
か
な
旭
市
を
い
つ
も
走
り
回
っ

て
い
ま
す
。

受
賞
者
の
紹
介

　
表
彰
式
が
12
月
14
日
に
行
わ
れ
、

入
賞
し
た
４
人
に
賞
状
と
副
賞
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。 

※
敬
称
略

【
最
優
秀
賞
】　
※
採
用
作
品

　
馬
淵
絢
加（
平
松
）

【
優
秀
賞
】

　
城
之
内
鞠ま

り

子こ（
ニ
）、
穴
山
奏か

な
で（

ハ
）、

　
穴
澤
和か

ず

大と（
共
和
小
）

応
募
概
要

応
募
期
間
／
平
成
24
年
９
月
３
日
〜

10
月
15
日

応
募
条
件
／
小
学
生
以
上
で
、
市
内

に
在
住
ま
た
は
在
学
・
在
勤
す
る
人

あ
さ
ピ
ー
の
紹
介

　

旭
市
の
主
要
な
産
業
で
あ
る
農

業
・
漁
業
・
畜
産
業
を
イ
メ
ー
ジ
し

た
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
で
す
。

　
ト
マ
ト
の
帽
子
と
野
菜
を
イ
メ
ー

応
募
総
数
／
６
０
６
作
品
・
５
４
７

人４
月
に
“
デ
ビ
ュ
ー
予
定
”

　
今
後
は
最
優
秀
作
品
を
基
に
着
ぐ

る
み
を
製
作
し
ま
す
。
皆
さ
ん
の
前

に
登
場
す
る
の
は
、
４
月
に
袋
公
園

で
開
催
さ
れ
る
桜
ま
つ
り
を
予
定
し

て
い
ま
す
。
ま
た
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

や
各
種
印
刷
物
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

場
面
で
市
の
P
R
活
動
を
展
開
す
る

予
定
で
す
。

　
“
元
気
な
ひ
よ
こ
の
男
の
子
、
名
前
は
あ
さ
ピ
ー
”

　
旭
市
の
魅
力
の
P
R
や
、
市
政
情
報
の
発
信
ツ
ー
ル
と
し
て
活
用
す

る
た
め
、
募
集
し
て
い
た
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
デ
ザ
イ
ン
と
愛
称
が
、
馬

淵
絢
加
さ
ん（
平
松
）の
作
品
に
決
定
し
ま
し
た
。

２位／あさひ砂の彫刻美術展

４位／旭市第二学校給食センター

７位／旭市飯岡しおさいマラソン

「あさピーはひよこ。皆さんで育ててくれたら」と馬淵さん

あさピー

問
い
合
わ
せ
先

企
画
政
策
課
政
策
推
進
班

☎
62
‐
５
３
８
２

﹁
あ
さ
ピ
ー
﹂に
決
定
！

旭
市
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

平
成
24
年 

旭
市
　  

大
ニ
ュ
ー
ス

10

た
く
さ
ん
の
応
募
に
感
謝

皆
さ
ん
、
よ
ろ
し
く
ね
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順
位

項　
　
目

１
◇
旭
市
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
あ
さ
ピ
ー
」
に
決
定（
12
月
）

　
―
応
募
総
数
６
０
６
作
品　
最
優
秀
賞
の
馬
淵
絢
加
さ
ん
の
作
品
―

２
◇
夏
の
海
岸
イ
ベ
ン
ト
が
復
活（
７・８
月
）

　
―
２
年
ぶ
り
の
「
旭
の
夏
」
に
戻
っ
て
き
た
笑
顔
―

　

�

あ
さ
ひ
砂
の
彫
刻
美
術
展
、矢
指
ケ
浦
・
飯
岡
海
水
浴
場
オ
ー
プ
ン
、

サ
マ
ー
フ
ェ
ス
タ
in
矢
指
ケ
浦
、
旭
市
い
い
お
か
Ｙ
Ｏ
Ｕ
・
遊
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル

３
◇
東
日
本
大
震
災
一
周
年　
千
葉
県
・
旭
市
合
同
追
悼
式（
3
月
）

　
―
「
天
国
か
ら
見
守
っ
て
」
あ
の
日
か
ら
1
年
―

４
◇
旭
市
第
二
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
が
完
成（
8
月
）

　
―
海
上
・
飯
岡
地
域
を
中
心
に
10
校
へ
給
食
提
供
―

５
◇
あ
さ
ひ
中
央
橋
が
開
通（
3
月
）

　
―
旭
中
央
病
院
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
ス
ム
ー
ズ
に
―

６
◇
旭
市
総
合
防
災
訓
練（
9
月
）　
津
波
避
難
訓
練（
10
月
）

　
―
「
い
つ
起
こ
る
か
分
か
ら
な
い
」
も
し
も
に
備
え
―

７
◇
第
23
回
旭
市
飯
岡
し
お
さ
い
マ
ラ
ソ
ン
大
会（
2
月
）

　

�

―
「
津
波
を
乗
り
越
え　
復
興
へ
の
道
」
新
コ
ー
ス
で
過
去
最
高

３
、４
６
１
人
が
力
走
―

８
◇
友
好
村
の
沖
縄
県
中な

か

城ぐ
す
く

村
と
姉
妹
都
市
提
携（
2
月
）

　
―
よ
り
強
い
絆
に　
子
ど
も
た
ち
は
夏
以
来
の
再
会
―

９
◇
東
日
本
大
震
災
「
旭
市
災
害
義
援
金
」
受
け
付
け
を
終
了（
9
月
）

　

�

―
総
額
４
億
８
、９
４
６
万
１
、９
７
４
円　
全
て
被
災
者
へ
配
分　

心
温
ま
る
支
援
に
感
謝
―�

10
◇
旭
市
復
興
計
画
を
策
定（
1
月
）

　
―
心
を
ひ
と
つ
に　
共
に
進
も
う　
復
興
あ
さ
ひ
―



高校生ロボット相撲全国大会第３位（自立型）の東総工業
高校・機械情報部
左から古関智洋さん（３年）、佐藤伸樹さん（３年）、大木芳春さん（２年）、
吉田将之さん（２年）

第20回高校生ロボット相撲
全国大会出場

　叙勲や大臣表彰などの栄に浴された
35組の個人や団体を招き、11月15日
に受賞者を称える会が開催されまし
た。それぞれの分野で長年活躍し、功
績が認められた皆さんを紹介します。
※敬称略

叙勲
瑞宝小綬章
吉野忠男（足川）　鈴木毅（新町）
旭日双光章
谷健一（萬歳）

瑞宝双光章　
飯倉ユキコ（新町）　伊藤孫一（野中）
小川章（鏑木）　往古光正（東庄町）
秋山利昭（ニ）　浪川利一郎（後草）
宇畑信行（井戸野）　
正六位瑞宝双光章
（故）山本丈夫（ロ）
（故）向後常秀（飯岡）
（故）石毛康利（西足洗）
（故）粟飯原明（新町）　
正七位瑞宝双光章
（故）齊藤武（ニ）
旭日単光章
髙野騰一郎（横根）

　　夢に向かって、それぞれの大舞台で優秀な成績を収めた皆さんを紹介します。

瑞宝単光章
髙木武雄（南堀之内）　伊能正（新町）　
来栖 毅（ニ）　佐野文男（南堀之内）

大臣表彰
内閣総理大臣表彰
旭市消防団
総務大臣表彰
浪川勝夫（ハ）　小林勇雄（飯岡）
新川政弘（江ヶ崎）　（故）林勝夫（駒込）
法務大臣表彰
濤川理（横根）　中村 太（ロ）

厚生労働大臣表彰
そば処千曲（イ）

千葉県知事表彰など
千葉県知事表彰
椎名勝之（井戸野）　林ミオ子（西足洗）
石毛次郎（蛇園）　本多昭仁（西足洗）　
金谷喜美江（鎌数）
千葉県教育委員会表彰
多田清司（三川）
千葉県立旭農業高等学校

11/26

平成24年 受賞者を祝う   「受賞者を称える会」

全国大会出場  ものづくりの頂点を目指して大活躍！

11/25

出場作品「ねこがながめる花火」を手にする、旭少年少女
発明クラブ中央小チーム
左から松川和輝さん（３年）、手嶋 聖

きょう
華
か

さん（３年）、手嶋華蓮さん（４年）

第３回全国少年少女チャレンジ創
造コンテスト「モーターとゴムで動
くハイブリッドカー」全国大会出場

11/17
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ASAHI Topicsトピックス

①

② ③

学
び
の
成
果
を
発
表

第
８
回
旭
市
生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

市生涯学習フェスティバルが11月17日、
東総文化会館で開催されました。作品の

展示や実践発表のほか、意見発表大会や文化講
演会が行われ、市内外から約800人が会場を訪
れました。
　小ホールで行われた青少年意見発表大会で
は、小学生から社会人までの14人が、将来の夢、
家族の大切さなど、自分の思いや体験を発表し
ました。また大ホールの文化講演会では、ラジ
オのパーソナリティーや女優として活躍する、
きゃんひとみさんが「前向きで元気な人生」とい
うテーマで講演。常に前向きでパワーあふれる
話を聞かせてくれました。

旭

①�意見発表を行った14人
②�講演を行うきゃんひとみさん
③�学びの作品が展示される会場

悪天候でも「旭」を求めて多くの人が
海上産業まつり〜ふるさと・ふれあいフェスティバル〜

海上会場だけの「野菜宝船」の即売会には人だかり

上コミュニティ運動公園で11月23日、海上産業ま
つりが開催されました。

　この日は、朝から雨が降るあいにくの天候。それでも
15,000人が詰め掛け、旭自慢の新鮮野菜を買い求めたり、
ステージイベントに声援を送ったり、会場はにぎわってい
ました。またこの天候で、まつりの最後を飾る恒例の餅投
げは中止。用意されていた餅は、訪れていた人に手渡され
ました。

海

スポーツで深まる絆
第３回旭市民体育祭

笑顔が連なるロープジャンプ

民がスポーツを通じて絆を深め、明るく元気な旭を
つくろうと、旭市民体育祭が11月18日、東総運動

場で開催されました。
　市内15の小学校区で競い合う採点種目と、子どもから
お年寄りまで参加できるオープン種目のほか、飯岡中や干
潟小による吹奏楽、地元アスリートの模範演技、お囃

はや

子
し

な
ども行われ、参加選手たちや声援を送る観客たちに、たく
さんの笑顔が見られました。

市
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決戦！小中学生剣士が集結
第50回青少年健全育成剣道大会

「ふわり」空中浮遊　360度のパノラマ
中和小すずがね祭り

「めーん」１本が決まる

３階建ての校舎より高く上昇。笑顔の児童

少年の健全育成を目的に剣道大会が12月１日、二中
体育館で開催され、12団体136人が参加しました。

各部門の優勝は以下のとおり。･※敬称略
【小学校】団体／低学年：滝郷学園Ａ　高学年：旭少年剣道
団木の実会　個人／低学年：加瀬龍誠（飯岡少年剣道団）
高学年：中居勝利（滝郷学園）　低学年（奨励）：渡邊雅毅（滝
郷学園）　高学年（奨励）：江ヶ崎皓行（旭市民剣道クラブ）

【中学校】団体／男子：二中　女子：一中　個人／男子：菅
谷臣

たか

哲
のり

（二中）　女子：齋藤凜（二中）

青

習成果の発表などをして、保護者や地区住民との交
流を図る、中和小のすずがね祭りが11月17日に開か

れ、熱気球の搭乗体験が行われました。
　熱した空気が上昇することを、学んでもらおうとして行
われたこの体験。この日、バーナーが熱した空気で膨らん
だ気球は見事に大空へ。つかの間の空中浮遊でしたが、児
童たちは「すごい！」「360度のパノラマだ」などと、笑顔で
話していました。

学

事業所への協力要請活動（旭郵便局）

安全で安心して住める町を目指して11
20

　「自分たちのまちは、
自分たちで守ろう」を
合言葉に、旭市エンジ
ョイパトロール隊が、
集団防犯パトロールを
行いました。市役所で
の出発式の後、小学校
区ごとに別れ、事業所

や道行く人たちにチラシを配布するなどして、注意を呼び
掛けていました。

協定書を手にする鈴木組合長（左）、明
智市長（右）

災害時に燃料の優先供給を22

るようになりました。鈴木組合長は「救援活動がスムーズ
にできるよう、支援したい」と話していました。

　市では、ＪＡちばみど･
りと「災害時における
石油類燃料の供給に関
する協定書」を締結し
ました。この協定で、
災害時に活動する公用
車、公共施設の発電、
災害復旧作業への燃料
提供が優先的に行われ

11

影絵に挑戦する子どもたち

伝えたい昔話を影絵で24

子どもたちの影絵体験する姿などに、訪れた人のたくさん
の笑顔がありました。

　東総文化会館で、中
央小お話ボランティ
ア・旭地域お話会によ
る「ちばなし〜ちばの
昔話・かげ絵〜」が、
開催されました。富津
市の昔話「かっぱのお
んがえし」の影絵上演、

11

質問や要望が相次ぐ会場

共に考える津波対策25

する津波をどうするかなど、質問や要望が挙がっていまし
た。

　海岸減災林の整備や
避難施設などの複合的
な津波対策に関する説
明会が、飯岡保健セン
ターと矢指小で行われ
ました。
　来場者たちからは、
堤防の高さや川を遡

そ

上
じょう

11
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〈
共
通
事
項
〉

場
所
／
旭
市
内

申
し
込
み
方
法
／
メ
ー
ル
ま
た
は
電

話
で
、
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、

生
年
月
日
を
知
ら
せ
て
く
だ
さ
い
。

※
定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選
。

問
旭
市
出
会
い
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ

事
務
局（
市
民
生
活
課
市
民
生
活
支

援
班
内
・
☎
62
‐
５
３
９
６　

de 

ai-con@
city.asahi.chiba.jp

）

※
内
容
な
ど
が
変
更
に
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。
最
新
情
報
は
、
旭
市

出
会
い
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ（http://

w
w
w
.asahishi-

dc.com
/

）で
。

　

市
内
を
運
行
し
て
い
る
旭
市
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
は
、
年
間
約
９
５
、

０
０
０
人
が
、
地
域
の
足
と
し
て
通

院
、
通
勤
、
通
学
、
買
い
物
な
ど
に

利
用
し
て
い
ま
す
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

バ
ス
は
、
い
ろ
い
ろ
な
人
が
町
中
で

目
に
し
て
い
る
「
移
動
す
る
広
告
媒

体
」
で
す
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の

車
体
に
広
告
を
掲
載
し
て
み
ま
せ
ん

か
。

募
集
期
間
／
１
月
７
日

（月）
〜
２
月
15

日
（金）
申
し
込
み
方
法
／
旭
市
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
バ
ス
広
告
掲
載
申
請
書
お
よ
び

必
要
書
類
を
企
画
政
策
課
に
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。

※
申
請
書
な
ど
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
確
認
す
る
か
、
企
画
政
策
課
ま

で
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

広
告
掲
載
期
間
／
４
月
１
日

（月）
〜
平

成
26
年
３
月
31
日

（月）

広
告
掲
載
料
／
月
額
２
、
０
０
０
円

〜
４
、
０
０
０
円（
掲
載
箇
所
に
よ

る
）

※
広
告
に
用
い
る
掲
載
物
の
作
製
、

掲
載
お
よ
び
撤
去
に
要
す
る
費
用

は
、
広
告
主
の
負
担
と
な
り
ま
す
。

く
わ
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

問
企
画
政
策
課
企
画
調
整
班（
☎

62
‐
５
３
０
７
）

元
気
い
っ
ぱ
い
の
書
き
初
め
を
展
示

「
第
８
回

旭
市
子
ど
も
会
書
初
め
展
」

　
市
内
の
子
ど
も
会
か
ら
寄
せ
ら
れ

た
、
た
く
さ
ん
の
作
品
を
展
示
し
ま

す
。

日
時
／
１
月
20
日

（日）
〜
26
日

（土）　
午

前
９
時
〜
午
後
５
時　

※
20
日
は
正
午
〜
、
21
日
は
休
館
日
。

場
所
／
市
民
会
館
３
階
ホ
ー
ル

問
生
涯
学
習
課
社
会
教
育
班（
☎
55

‐
５
７
２
７
）

旭
市
出
会
い
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ

イ
ベ
ン
ト
参
加
者
募
集

ツ
ナ
グ
Ｄ
Ｅ
出
会
い
♪

　
新
年
最
初
の
出
会
い
を
す
て
き
な

未
来
へ
つ
な
げ
ま
し
ょ
う
！

日
時
／
１
月
26
日

（土）　
午
後
７
時
〜

９
時
30
分

参
加
資
格
／
●
男
性
：
独
身
で
市
内

在
住
の
人　

●
女
性
：
独
身
の
人

（
市
外
も
可
）

定
員
／
男
女
各
20
人

費
用
／
●
男
性
５
、
０
０
０
円　

●
女
性
３
、
０
０
０
円

締
め
切
り
／
１
月
10
日

（木）

「
モ
テ
講
座
」
で
カ
ツ
婚
！

　
婚
活
が
う
ま
く
い
か
な
い
と
感
じ

て
い
る
男
性
の
皆
さ
ん
。
異
性
の
心

理
を
学
び
、
会
話
力
・
好
感
度
を

ア
ッ
プ
さ
せ
る
、
婚
活
セ
ミ
ナ
ー
を

受
講
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
／
２
月
２
日

（土）　
午
後
１
時
30

分
〜
４
時

参
加
資
格
／
市
内
在
住
の
独
身
男
性

定
員
／
25
人

費
用
／
無
料

締
め
切
り
／
１
月
21
日

（月）

バ
レ
ン
タ
イ
ン
パ
ー
テ
ィ
♪

　
バ
レ
ン
タ
イ
ン
前
に
す
て
き
な
出

会
い
を
。

日
時
／
２
月
10
日

（日）　
午
後
２
時
〜

５
時

参
加
資
格
／
●
男
性
：
独
身
で
市
内

在
住
の
45
歳
以
下
の
人（
モ
テ
講
座

の
受
講
者
を
優
先
）　

●
女
性
：
独

身
の
人（
市
外
も
可
）

定
員
／
男
女
各
15
人

費
用
／
●
男
性
３
、
０
０
０
円　

●
女
性
２
、
０
０
０
円

締
め
切
り
／
１
月
28
日

（月）

掲
載
し
て
み
ま
せ
ん
か

旭
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
に
広
告
を

く
ら
し
の
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

ワイド

力作勢ぞろい

災害復旧費として　
住宅エコポイント事務局／13万3,000円、千
和会／14万4,000円、生活協同組合パルシス
テム千葉／20万円、松嵜理／10万円、ＹＭ会
／10万円、大山高輝後援会／15万4,000円、
カレーで旭を元気にする会／20万円、ガール
スカウト千葉第69団・ボーイスカウト旭第
１団／11万1,000円、ホテル日航成田／20
万4,000円、がんばろう千葉！ FRIENDSHIP･
FESTA2012／15万円、株式会社エージー・
ジャパン／30万円、AC-Junction2012／13
万円

富浦小および嚶鳴小の管理用備品として
旭市ゴルフ協会／ホワイトボード１台および
加湿器７台（10万8,000円相当）

保安林復興施設として　
旭ロータリークラブ／保安林施設一式（200万
円相当）

議会に報告された寄付
※順不同、敬称略

問
…
問
い
合
わ
せ

…
申
し
込
み
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年に発生した新型は、現在の季節性に含まれます。
接種回数／●13歳以上：１回　●12歳以下：２回（１
〜４週間隔）
　旭市発行の助成券（予診票）を持つ市民は、接種費用の
助成対象となりますので、助成券を持参してください。
くわしくは、病院のホームページ（http://www.hospi･
tal.asahi.chiba.jp/･）で確認できます。

今年は開院60周年を迎えます
　旭中央病院は今年、開院60周年を迎えます。昭和28
年３月に、医師８人、職員45人、113床で誕生し「すべ
ては患者様のために」の理念の下、旭市の発展と共に成
長してきました。現在は診療圏人口約100万人を擁する
地域の基幹病院となり、1日当たりの外来患者数では、
公立病院として日本最大級となっています。
　これからも地域の皆さんに信頼される病院を目指し、
さらに良質で安全な医療を提供していきます。

問旭中央病院（☎63-8111・代表）

年始の診療案内
　１月３日(木)まで休診、４日(金)から通常診療となり
ます。なお救急外来は通常診療しています（休診なし）。

インフルエンザの予防接種を行っています
　内科外来と小児科外来にて、インフルエンザの予防接
種を行っています。
期間／３月末日まで
受付時間／午前８時〜11時　※予約はできません。
ワクチン／季節性インフルエンザワクチン　※平成21

旭中央病院便り
vol.5

土
木
工
事
な
ど
を
行
う
と
き
は

「
遺
跡
の
範
囲
の
確
認
」が

必
要
で
す

　
建
物
の
建
設
や
土
木
工
事
な
ど
を

行
う
場
合
、
事
業
者（
施
主
）は
、
工

事
を
予
定
し
て
い
る
場
所
が
遺
跡
の

範
囲
内
で
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

遺
跡
の
範
囲
は
ど
こ
で
確
認
す
る

の
？

　
工
事
を
計
画
し
て
い
る
位
置
を
示

し
た
地
図
、
区
域
を
示
し
た
図
面
を

持
参
の
上
、
生
涯
学
習
課
で
確
認
し

て
く
だ
さ
い（
フ
ァ
ク
ス
可
）。

　
土
採
取
計
画
な
ど
の
認
可
を
受
け

る
た
め
、
書
面
で
の
回
答
が
必
要
な

と
き
は
、
申
請
書
「
埋
蔵
文
化
財
の

取
り
扱
い
に
つ
い
て
」
に
次
の
書
類

を
添
付
し
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

〈
添
付
書
類
〉

●
位
置
図（
縮
尺
２
５
、
０
０
０
分

の
１
の
地
図
に
工
事
を
予
定
し
て

い
る
位
置
を
赤
書
き
で
明
示
）

●
地
形
図（
縮
尺
２
、
５
０
０
分
の

１
の
地
図
に
工
事
を
予
定
し
て
い

る
区
域
を
赤
書
き
で
明
示
）　

計
画
し
て
い
る
区
域
が
遺
跡
の
範
囲

内
だ
っ
た
場
合
は
？

　
工
事
を
実
施
す
る
60
日
前
ま
で
に
、

文
化
財
保
護
法
第
93
条
に
基
づ
く
届

け
出
が
必
要
で
す
。「
埋
蔵
文
化
財

発
掘
の
届
出
書
」
に
次
の
書
類
を
添

付
し
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

〈
添
付
書
類
〉

●
位
置
図（
縮
尺
２
５
、
０
０
０
分

の
１
の
地
図
に
工
事
を
予
定
し
て

い
る
位
置
を
赤
書
き
で
明
示
）

●
地
形
図（
縮
尺
２
、
５
０
０
分
の

１
の
地
図
に
工
事
を
予
定
し
て
い

る
区
域
を
赤
書
き
で
明
示
）

●
工
事
の
設
計
図
、
概
要
を
示
す
平

面
図
や
断
面
図
な
ど（
縮
尺
任
意
）

申
請
書
お
よ
び
届
出
書

　

生
涯
学
習
課
に
あ
り
ま
す
。
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
。

問
生
涯
学
習
課
文
化
振
興
班（
☎

55
‐
５
７
２
８
、
D 

55
‐
４
９
４
１
）

自
分
の
体
の
こ
と
を
考
え
て
み
ま
せ
ん
か

健
康
づ
く
り
講
演
会

「
笑
い
と
健
康
」

　
市
で
は
、
市
民
の
健
康
づ
く
り
推

進
の
た
め
、
命
や
健
康
の
大
切
さ
に

つ
い
て
考
え
る
、
健
康
づ
く
り
講
演

会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時
／
1
月
26
日

（土）　
午
後
２
時
〜

４
時　

※
受
け
付
け
は
午
後
１
時
30
分
〜

場
所
／
飯
岡
保
健
セ
ン
タ
ー
多
目
的

ホ
ー
ル

〈
内
容
〉

●
講
演
「
自
分
の
生
き
方
は
自
分
が

決
め
る
」

●
落
語
「
い
の
ち
の
落
語
」

講
師
／
樋
口
強
さ
ん（
い
の
ち
の
落

語
家
・
作
家
）

定
員
／
１
８
０
人

入
場
料
／
無
料

問
健
康
管
理
課
予
防
班（
☎
63
‐

８
７
６
６
・
旭
市
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）

認
知
症
介
護
で
悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か

「
認
知
症
家
族
交
流
会
」を

開
催

　
「
認
知
症
の
人
と
家
族
の
会
千
葉

県
支
部
」
か
ら
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
招

き
、
認
知
症
家
族
交
流
会
を
開
催
し

ま
す
。

日
時
／
２
月
７
日

（木）　
午
後
１
時
30

分
〜
３
時

場
所
／
旭
市
保
健
セ
ン
タ
ー　

対
象
／
認
知
症
の
人
を
介
護
し
て
い

る
人
や
介
護
を
経
験
し
た
人　

定
員
／
20
人
程
度

締
め
切
り
／
１
月
23
日

（水）　

問
高
齢
者
福
祉
課
高
齢
者
班（
☎

62
‐
５
４
３
３
）

「チーバくん」

１月１日（火・祝） １月２日（水） １月３日（木） １月４日（金）

休診 休診 休診 通常診療
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「おしかくさま」  
谷川直子 著（河出書房新社）

　“おしかくさま”というお金の神様
がいるらしい。社はATMで、参拝と
清めができるという。そんな神様を
信仰している女たちに出会った49歳
のミナミ。先行き不安なバツイチの彼
女は“おしかくさま”の正体が気になっ･
て……。　
　お金は何よりも大事な
ものなのか？　ミナミを
見守る家族たちの目線
で描く、現代“お金”信仰
を問う痛快小説。第49
回文藝賞受賞作品。

●幕末会津の女たち、男たち
･ （中村彰彦）
●無私の日本人･ （磯田道史）
●ちょっと早めの老い支度･（岸本葉子）
●月の名前･ （高橋順子）
●私の好きな料理の本･ （高橋みどり）
●構図がわかれば絵画がわかる
･ （布施英利）
●もののみごと･ （田中敦子）
●人生とは勇気･ （児玉清）
●直感力･ （羽生善治）
●三島由紀夫･ （Ｊ．ルシュール）
●江神二郎の洞察･ （有栖川有栖）
●旅猫リポート･ （有川浩）
●七つの会議･ （池井戸潤）
●北斗･ （石田衣良）

市図書館だより 問市図書館（☎62-2560）

今月の一冊 新着図書

文化情報ナビ
文化施設からのお知らせ

※入場料を記載していない催し物は無料です。

旭市成人式
日時／１月13日（日）　午前10時〜（受け付け：午前９
時〜）
対象／平成４年４月２日〜５年４月１日生まれの人

問生涯学習課社会教育班（☎55-5727）

東総文化会館
１月の休館日　１〜３日、７日、15日、21日、28日

ひょうたん美術工芸作品展―故梶新一と瓢
ひょう

箪
たん

愛好会―
（成毛・遠藤・工藤）
期間／１月４日（金）〜15日（火）
グループ滝の郷絵画・キルト作品展
期間／１月16日（水）〜31日（木）

〈共通事項〉
時間／午前９時〜午後５時（最終日は、午後３時まで）
問海上ふれあい館（☎55-5115）

海上ふれあい館（JR飯岡駅）
休館日　毎週月曜日

●獣眼･ （大沢在昌）
●ことり･ （小川洋子）
●スリジエセンター1991･ （海堂尊）
●月の輪草子･ （瀬戸内寂聴）
●ウエストウイング･ （津村記久子）
●歓喜の仔　上・下･ （天童荒太）
●恋しのぶ･ （鳥羽亮）
●母性･ （湊かなえ）
●６４･ （横山秀夫）
●衣もろもろ･ （群ようこ）

＊おはなしの時間＊
幼児向きの絵本の読み聞かせ
日時／１月10日（木）、24日（木）
　　　午後４時30分〜５時
場所／市民会館

ガラポン大抽選会　協同組合旭専門店会
期間／１月５日（土）〜７日（月）
時間／午前９時〜午後６時
問協同組合旭専門店会・石橋（☎62-0958）
園児の書道作品展　うなかみ幼稚園
期間／１月８日（火）〜13日（日）
時間／午前10時〜午後５時
問浪川（☎55-2526）
写真展　あさひフォトクラブ５人展
期間／１月14日（月・祝）〜20日（日）
時間／午前10時〜午後５時
問米本（☎62-3379）
プリザーブドフラワーの展示　プリザーブドフラワーの会
期間／１月31日（木）〜２月３日（日）
時間／午前10時〜午後６時
問プリザーブドフラワーの会・堀江（☎68-3366）

まちかどギャラリー「銀座」
定休日　毎週水曜日

開館時間／火〜金曜日…午前9時〜午後6時　土・日曜日…午前9時〜午後5時
今月の休館日／１日（火・祝）〜３日（木）、15日（火）、17日（木）、毎週月曜日

絵本の読み聞かせ会
日時／１月12日（土）　午後２時〜２時30分
子ども映画会
日時／１月12日（土）　午後２時30分〜３時30分
対象／未就学児童
問海上公民館（☎55-2566）

海上公民館
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一人で悩まず相談してみませんか！
　日々の暮らしの中で発生するさまざまな問題を解決するため、各種の無
料相談を行っています。秘密は守られます。相談室

相談名 内　容 期　日��・��時　間 場　所 問い合わせ

交通事故相談
示談、賠償額の算出、
自賠責保険の請求の仕
方など

１月 7日（月）　午前10時〜午後３時
１月21日（月）　午前10時〜午後３時
※待ち時間解消のため、要事前連絡

市役所会議室 市民生活課
☎62-5396

市の法律相談
法律問題
※･市民を対象（同一内
容での相談は１回限
り）

１月15日（火）　午後１時30分〜４時
※予約制･･４日（金）午前８時30分から受け付け 海上支所

市民生活課
☎62-5396１月28日（月）　午後１時30分〜４時

※予約制　15日（火）午前８時30分から受け付け 市役所会議室

人権･行政相談 人権問題、行政への要
望・意見など

１月 8日（火）　午後１時30分〜３時30分 飯岡支所
市民生活課
☎62-5396１月15日（火）　午後１時30分〜３時30分 海上支所

１月22日（火）　午後１時30分〜３時30分 干潟支所

心配ごと相談 家庭内の心配事など

１月 9日（水）　午後１時30分〜３時30分 青年の家２階 社会福祉協議会
本所　　☎57-5577
旭支所　☎64-2570
海上支所☎55-5517
干潟支所☎68-1079

１月16日（水）　午後１時30分〜３時30分 海上ふれあいサ
ポートセンター

１月23日（水）　午後１時30分〜３時30分 干潟支所

消費生活相談 物品購入時のトラブル、
多重債務の相談など 月〜金曜日　午前９時〜午後４時 旭市消費生活センター

（青年の家１階）
旭市消費生活センター
☎62-8019

こころの
健康相談

精神障害（うつ病・アル
コールなど）

１月21日（月）　午後１時30分〜３時
※予約制 旭市保健センター

海匝健康福祉センター
☎0479-22-0206
市社会福祉課
☎62-5351

子育て相談 子育てに関する質問や
情報提供など 月〜金曜日　午前８時30分〜午後５時 旭市子育て支援センター

（南分館２階）
旭市子育て支援センター
☎62-7099

家庭児童相談 不登校･児童虐待･児童
養育問題など 月〜金曜日　午前９時〜午後４時 家庭児童相談室

（子育て支援課内）
家庭児童相談室
☎62-5362

教育相談（学校）学校教育についての悩みなど 月〜金曜日　午前８時30分〜午後５時 海上支所２階 学校教育課･
☎55-5726

教育相談（家庭）家庭教育・子育ての悩みなど 月〜金曜日　午前８時30分〜午後５時 海上支所１階 生涯学習課･
☎55-5747

市民健康相談
生活習慣病をはじめ子
どもからお年寄りまで
の健康相談

月〜金曜日　午前８時30分〜午後５時 （電話受付）
旭市保健センター
☎63-8766
飯岡保健センター
☎57-3113

歯科相談 診察、歯磨き指導など １月31日（木）　午前９時30分〜
受け付け：午前９時15分〜10時30分 飯岡保健センター 飯岡保健センター

☎57-3113

福祉の総合相談 福祉（生活）全般にわた
る相談

365日24時間　訪問相談も実施
夜間は電話転送にて対応

中核地域生活支
援センター海匝
ネットワーク

中核地域生活支援セン
ター海匝ネットワーク
☎60-2578･FAX60-2579

介護相談 介護に関する相談 月〜金曜日　午前８時30分〜午後５時 高齢者福祉課 旭市地域包括支援センター
☎62-5433

障害者差別相談 障害者差別に関する相談 月〜金曜日　午前９時〜午後５時 （電話受付） 海匝健康福祉センター
☎0479-22-0739

職業相談 職業相談、求人情報の
提供など 月〜金曜日　午前８時30分〜午後５時 地域職業相談室

（青年の家１階）
地域職業相談室･
☎62-5359

行政書士会 相続、遺言、許認可申
請、農地転用など １月19日（土）　午後１時〜４時 青年の家２階 行政書士会東総支部・寺村

☎63-7813

司法書士会 不動産登記、法律問題
多重債務の相談など

１月12日（土）　午後１時〜５時
※10日（木）までに電話予約 市民会館２階 司法書士栗田事務所

☎72-1336

税理士会 税に関する相談 １月 8日（火）　午前10時〜正午
※予約制（受け付けは平日の午後） 旭市商工会館１階 千葉県税理士会銚子支部

☎0479-22-3901
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任意予防ワクチン接種費用を助成します
①子宮頸

け い

がん予防ワクチン
･対象：中学校１年生〜高校１年生の女子　※高校２年生で平成24年3月末日まで
に接種を１回以上受けた場合は該当。
助成額：１回当たり15,000円　
②ヒブ（インフルエンザ菌ｂ型）ワクチン
･対象：生後２か月以上５歳未満　助成額：１回当たり7,500円
③小児用肺炎球菌ワクチン
･対象：生後２か月以上５歳未満　助成額：１回当たり10,000円
④高齢者肺炎球菌ワクチン
･対象：70歳以上　助成額：3,000円　※助成は１回限り。
各接種の新規対象者には順次通知します。
問健康管理課予防班（☎63-8766）

健康インフォメーション

問健康管理課庶務企画班（☎63-8766）
※･献血カードを持っている人は持参してくだ
さい。

献血に協力を！
期　日 場所・受付時間

１月13日（日）
ショッピングセンター
サンモール

10：00〜11：45
13：00〜15：45

親と子の健康づくり  場所・問飯岡保健センター（☎57-3113）

種　別 期　日 受付時間 対象・内容

健康
診査

乳児健康診査 １月 9日（水） 12：50〜13：10 平成24年 8月 7日〜29日生
１月24日（木） 平成24年 8月30日〜 9月16日生

１歳６か月児健康診査 １月18日（金） 12：50〜13：10 平成23年 5月18日〜 6月 4日生
１月23日（水） 平成23年 6月 5日〜25日生

２歳児歯科健康診査 １月17日（木） 9：00〜 9：20 平成22年 7月 6日〜24日生
３歳児健康診査 １月16日（水） 12：50〜13：10 平成21年 7月 4日〜26日生

相談

歯科相談 １月31日（木） 9：15〜10：30 歯科医師による診察と歯科衛生士の歯磨き指導
育児相談
※旭市保健センター １月21日（月） 9：00〜10：00 乳幼児の発育確認、言葉、食事、歯などに関する

相談
ことばや発達の相談
※予約制

１月21日（月） 9：30〜14：30 就学前の子どもの言葉や発達に関する個別相談１月30日（水）

教室

両親学級
１月11日（金）第３回

9：00〜 9：15
お産の経過と呼吸法、おもちゃ作りなど

１月28日（月）第４回 沐
もく

浴
よく

実習、妊婦体験など
子育て学級 １月11日（金）第２回 9：15〜 9：30 平成24年９〜10月生まれの第１子と希望者
離乳食教室
※申込制 １月25日（金） 13：00〜13：20 平成24年７〜８月生

内容：離乳食の進め方（講話、調理実習）

乳幼児予防接種　問旭市保健センター（☎63-8766）

種　別 期日 受付時間 対　象

ＢＣＧ １月16日（水） 13：15〜13：45 生後3〜6か月未満･
※期間が短いので最優先で受けましょう。１月30日（水）

【集団接種】　場所：旭市保健センター
※日程は都合により変更になることがあります。

【個別接種】　場所：各指定医療機関　★麻しん（はしか）排除を目標に国を挙げて対策強化中！

種　別 対　象
四種混合（ジフテリア・
百日ぜき・破傷風・不
活化ポリオ）

１期：生後３〜90か月未満

三種混合（ジフテリア・
百日ぜき・破傷風） １期：生後３〜90か月未満

ポリオ（不活化）
１期：生後３〜90か月未満
※･追加接種は定期接種となりま
した。

種　別 対　象

ＭＲ（麻しん・風しん混
合）ワクチン

１期：生後12〜24か月未満
２期：平成18年４月２日〜19年４月１日生
３期：･中学校１年生（平成11年４月２日〜

12年４月１日生）
４期：･高校３年生相当年（平成６年４月２日

〜７年４月１日生）

日本脳炎

１期：･生後36〜90か月未満　※３歳を迎え
た翌月初めに通知します。

２期：９〜13歳未満
特例対象者：･平成７年６月１日〜19年４月

１日生

※転入者などで通知の届かない人は、早めに連絡してください。
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…申し込み　問…問い合わせ

国立歴史民俗博物館
くらしの植物苑特別企画「冬の華・サザンカ」
期間／１月27日（日）まで
場所／国立歴史民俗博物館くらしの植
物苑（佐倉市）
内容／約150種類のサザンカの鉢植え
を展示、ツバキやユチャなどの解説パ
ネルを展示
費用／高校生以上100円、中学生以
下無料　※20人以上の団体の場合は、
１人50円。毎週土曜日は高校生無料。
問国立歴史民俗博物館（☎043-486-0･
123）

市税の夜間納税窓口

日時／１月10日（木）　午後８時まで
場所／税務課
問税務課収税班（☎62-5322）

お知らせ
Information

震災後のまちづくりを考える
「復興まちづくり」〜旭のこれからを形に〜
日時／１月19日（土）　午前10時〜午
後５時
場所／飯岡福祉センター
内容／復興観光まちづくりコンペ中間
発表で厳選された16作品の公開プレ
ゼンテーション、入選作品の発表
問いいおか津波復興プロジェクト・渡
邉（☎090-8747-5684）･

心と体総合支援センターシンポジウム
「これからのがん在宅医療と地域医療連携」
日時／１月27日（日）　午後１時〜５時
（開場：正午）
場所／淑徳大学看護栄養学部１号館１
階101教室（千葉市）
内容／講演「これからのがん在宅医療
の展望」など
講師／江角浩安さん（国立がん研究セ
ンター東病院長）ほか
定員／150人
問県がんセンター（☎043-264-5431・
代表）

くらしのインフォメーションi

フグの料理を素人が行うのは
危険です
　平成23年に国内で発生したフグの
食中毒17件のうち、13件は家庭で発
生しています。
　フグの毒は猛毒で、熱にも大変強い
ため、料理による加熱では無毒になり
ません。フグを料理するには、正しい
知識と技術が必要です。素人判断で料
理するのは、大変危険ですので絶対に
やめましょう。
問県健康福祉部衛生指導課（☎043-2･
23-2642）、海匝健康福祉センター（☎
0479-22-0206）

まずは相談！
「若者の消費者トラブル110番」
　キャッチセールス、マルチ商法など
さまざまな悪質商法のトラブルに悩む
10〜20代の若者を中心に、電話相談
を実施します。
日時／１月24日（木）、25日（金）　午前
９時〜午後４時30分
相談窓口／若者の消費者トラブル110
番（☎047-434-0999）
問県消費者センター（☎047-431-38･
11）

　約60年前に制定された「児童憲章」があります。その
中で児童は「人として尊ばれる」「社会の一員として重ん
じられる」「良い環境の中で育てられる」とされ、正しい
愛情、知識と技術を持って育てられると書かれていま
す。これは、児童に当然与えられる権利であり、守らな
ければならないものであるとされ、地域・家庭で大事に
されながら育つことが求められているのが分かると思い
ます。しかし虐待の報告が近年多くあります。虐待は児
童の健全に育つこの権利を奪うものとなるのです。
　子どもを育てる上で、年齢によっても求められる発達
上の課題は違ってきます。叱るとき、年齢×１分以上は
叱り過ぎになるといわれています。叱るときは、子ども
自身がなぜその行動をとったらいけないのか、分かるよ
うに伝えなければ意味がありません。子どものできた行

動を褒めると、良い行動が増えていきます。力・暴力で
子どもを抑え込むと、子どもが自分で判断しての良い行
動をとることが覚えられず、親の顔色を見た振る舞いを
するようになります。親が感情に任せて叱ったり、その
ときの感情によって叱り方が変わったり、親自身がそれ
を止められなくなることは、子どもにとって混乱状態で
す。これは子どもが育つ上で、不適切なしつけとなり、
虐待になってしまうことになります。親の思いや考え、
愛情があるか・ないかではなく、子どもにとって体や心
の健康を害する関わりになっている場合は、虐待と判断
されるようになるのです。
　子育てを楽しめるよう、子どもが健やかに育つよう、
地域のみんなが応援しています。子育てに行き詰ったら
相談しましょう。一人で抱え込まないで、みんなで考え
ていきましょう。　　　　　　　　･［県銚子児童相談所］
私たちがサポート　悩まず、すぐ相談を！
○市子育て支援課子育て支援班（☎62-8012）
○家庭児童相談室（☎62-5362）
○県銚子児童相談所（☎0479-23-0076）

子どもへの虐待を防ぐために

健 康 ✚✚ メ モ

◆市県民税　第４期
◆国民健康保険税　第８期
◆介護保険料　第８期
◆後期高齢者医療保険料　第７期
納期限は１月31日（木）です。
※国民年金保険料は毎月納付です。

今月の納期
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…申し込み　問…問い合わせ

公開講座
「市民後見と権利擁護支援」
日時／１月19日（土）　午前10時〜午
後０時30分
場所／中核地域生活支援センター海匝
ネットワークさわやかホール
講師／池田恵利子さん（あい権利擁護
支援ネット代表）
問一般社団法人東総権利擁護ネット
ワーク（☎090-7288-9270）

一人で悩まず相談を
「労災職業病なんでも相談会」
日時／１月26日（土）　午後１時〜
場所／成田市中央公民館
費用／無料
問千葉中央法律事務所（☎043-225-4･
567）

「ＴＳＵＢＡＫＩ　ＣＵＰ」
つばき杯ビギナーズテニス大会
日時／１月27日（日）　午前８時〜
場所／東総運動場
対象／県内在住または在勤・在学の硬
式テニス初心者
種目／ダブルス（男子、女子）
申し込み方法／１月５日（土）から、電
話か直接窓口で申し込んでください。
費用／１組2,000円（保険料含む）

問東総運動場（☎68-1061）

新春の買い物は
旭市農産物直売館へ
●初売り
日時／１月５日（土）　午前11時〜　
※先着80人に粗品をプレゼント。
●新春イベント
日時／１月６日（日）　午前11時〜
内容／お汁粉の試食サービス　※なく
なり次第終了。
問旭市農産物直売館（☎62-6048）

「旭市地域振興交流会2013」を
開催します
日時／１月29日（火）　●第１部　午
後４時〜（受け付け：午後３時〜）　　
●第２部　午後６時〜　
場所／ヒューマンプラザ黄鶴
対象／市内の商工業や観光関連の事業
者および農水産業経営者など
内容／●第１部：新春講演会（講師：
加瀬豊さん…双日株式会社代表取締役
会長、旭市出身）　●第２部：新春祝
賀会
申し込み方法／市商工観光課、旭市商
工会にある申込書で申し込んでくださ
い。
申込期限／１月18日（金）
入場料／無料　※第２部は会費5,000
円。

問市商工観光課労政工業班（☎62-
5339・青年の家内）、旭市商工会本所
（☎62-1348）

補償・救済があります
中皮腫や肺がんなど、石綿による疾病
　中皮腫や肺がんなどを発症し、それ
が労働者として石綿ばく露作業に従事
していたことが原因であると認められ
た場合には、労災保険法に基づく各種
の労災保険給付や、石綿救済法に基づ
く特別遺族給付金が支給されます。
　中皮腫などで亡くなった人が石綿業
務に従事していた場合には、労災保険
給付などの支給対象となる可能性があ
りますので、最寄りの都道府県労働局
または労働基準監督署に相談してくだ
さい。
問千葉労働局労働基準部労災補償課
（☎043-221-4313）

　東日本大震災から２回目の正月。
まだ117世帯の皆さんが仮設住宅で
新年を迎えられ、さまざまな不便や
苦労を抱えての正月だと思います。
震災からまもなく２年、ともすれば
少しずつ風化しそうな思いを感じる
今、復興に向け、これまで以上にス
ピード感を持って、全力を尽くさね
ばと新たな年の始めに思うところで
あります。そして何よりも早期復興
が、市民の共通の思いであってほし
いと期待するところです。　
　さて、毎年年末には１年の出来事
を振り返る10大ニュースが、いろ
いろな分野で発表されます。旭市で
も昨年の出来事を振り返る「旭市10
大ニュース」が決定し、被災された
方々を元気づけ、勇気づけるような
話題が上位にランクされました。
　昨年募集を行った旭市イメージ
アップキャラクター「あさピー」の決
定や、夏の海岸イベントの復活、矢
指ケ浦・飯岡海水浴場の再開など。
東日本大震災一周年の千葉県との合
同追悼式では、森田県知事をはじめ、
多くの皆さんに来旭をいただいたこ

市長　明智忠直

10大ニュースに思う

随 筆 41

とも、代表的な出来事ではなかろう
かと思います。また旭市第二学校給
食センターが完成し、海上・飯岡地
域を中心とした小中学校10校に学
校給食の提供ができるようになりま
した。そのほか、海岸道路の新コー
スで開催された飯岡しおさいマラソ
ン大会や、沖縄県中

なか

城
ぐすく

村との姉妹
都市提携などの明るい出来事もあり
ました。災害対応のための総合防災
訓練や津波避難訓練の実施。さらな
る市民生活の発展を遂げるための道
しるべとして、旭市復興計画を策定
し復興元年としてスタートした年で
もありました。
　日本の10大ニュースのトップは、
何といってもロンドンオリンピック
での日本選手団の活躍ではないで
しょうか。史上最多の38個のメダ
ル獲得に国民が歓喜し、チーム一丸
となって試合に臨んだ選手の姿に、
絆という言葉を実感させてもらった
ことを思い出します。復興への道２
年目に入る今年、市民一丸となって
震災前以上の生活に戻れるよう、努
力していきたいと思っております。
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募集
Recruitment

「守りたい、地域の絆と未来に繋
つな

がる笑顔」
消防団員
対象／市内在住・在勤で健康な18歳
以上の人
問消防本部総務課消防団班（☎63-53･
55）

東総広域水道企業団職員

試験日／１月27日（日）
試験会場／東総広域水道企業団会議室
（東庄町）
受験資格／土木工事の設計、施工管理
業務経験が５年以上（申し込み時点）
で、土木施工管理技士１級または２級
の資格を持つ、昭和52年４月２日〜
63年４月１日生まれの人
採用予定人数／土木：１人
申込期間／１月７日（月）〜21日（月）
※土・日曜日、祝日を除く。
申し込み方法／１月４日（金）から東総
広域水道企業団で配布する申込書に必
要事項を記入し、提出してください。

問東総広域水道企業団総務課（☎04･
78-86-3821）

催し物
Events

成田空港で撮影された航空機写真を展示
企画展示「航空アート展」
期間／１月１日（火・祝）〜３月24日
（日）
場所／航空科学博物館東棟２階企画展
示コーナー
費用／入館料のみ
問航空科学博物館（☎78-0557）

東日本大震災復興支援公演
「全国障害者芸能フェスタ」
日時／１月27日（日）　開場：午後１
時30分　開演：午後２時
場所／東総文化会館大ホール
出演／瑞宝太鼓（長崎県）、自然生クラ
ブ（茨城県）、楽鼓隊（旭市）、袋お囃子
保存会（旭市）、八日市場特別支援学校
有志太鼓チーム（匝瑳市）、和太鼓体験
事業参加者チーム（旭市）
入場料／1,000円（全席自由）
問全国障害者芸能フェスタ実行委員会
事務局・大屋（☎090-2155-7781）

県立東庄県民の森
「野鳥観察会」
日時／１月19日（土）　午前９時15分
〜11時30分（受け付け：午前９時〜）
場所／県立東庄県民の森
対象／小学生以上　※小学生は保護者
同伴
費用／200円（保険料、資料代）
持ち物／飲み物、望遠鏡、筆記用具

問県立東庄県民の森管理事務所（☎
0478-87-0393）･

県立成東高等学校吹奏楽部
チャリティコンサート
日時／１月６日（日）　●昼の部　開場：
午後０時30分　開演：午後１時　●夜
の部　開場：午後５時30分　開演：午
後６時
場所／のぎくプラザ（山武市）
曲目／●昼の部「ラザロの復活」ほか
●夜の部「マードックからの最後の手
紙」ほか　※曲目は昼・夜の部で異な
ります。
入場料／前売り券250円、当日券300
円　※のぎくプラザで販売
問県立成東高等学校・内田（☎0475-
82-3171）

お知らせ
Information

防災意識を高めるために
「旭市消防出初式」
日時／１月12日（土）　午前９時30分〜
場所／旭文化の杜公園　※雨天の場合
は、総合体育館で式典のみ行います。
問消防本部総務課消防団班（☎63-53･
55）

働くことに悩みを抱えている若者へ
相談会を開催
日時／１月28日（月）　午後１時〜５
時　※要事前予約
場所／働く婦人の家
対象／15歳以上40歳未満の就労・進
路に悩む人、またはその保護者
費用／無料

問ちば北総地域若者サポートステー
ション（☎0476-37-6844）　※土・日
曜日、祝日を除く。

申請が必要です
農業委員会委員選挙人名簿への登載
　現在、農家組合などを通じて「農業
委員会委員選挙人名簿登載申請書」を
各農家に配布しています。平成25年
１月１日現在で、次の全ての要件に該
当する人は、申請書に必要事項を記入
し、農業委員会へ郵送または持参して
ください。
　申請書が届かない場合は、問い合わ
せてください。

〈選挙人名簿登録資格〉
●市内に住所がある人
●平成５年４月１日以前に生まれた人
●次のいずれかに該当する人
①10ａ以上の農地を耕作する人
②①の同居の親族または配偶者で、年
間おおむね60日以上耕作に従事し
ている人
③10ａ以上の農地を耕作する農業生
産法人の組合員、社員または株主で
あって、年間おおむね60日以上耕
作に従事する人

提出期限／１月10日（木）
問〒289-0592　旭市南堀之内10
農業委員会農地庶務班（☎68-1192）

くらしのインフォメーションi

精鋭たちのりりしい姿
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○鳴きながらおじぎ
　冬になるとたくさんの鳥たちが、寒
い北の国から暖かい地方に渡って冬を
越します。ジョウビタキもそのような
冬鳥で、シベリア南部や中国北部など
から日本に渡ってきます。スズメぐら
いの小さな鳥で、雄は銀白色の頭と赤
茶色のおなか、翼にある白い模様が特
徴です。
　市内では町中の庭や公園、林のへり
などに住み、屋根やアンテナ、くいの
上などに止まっている姿を見掛けま
す。小さな声で「ヒッ、ヒッ」と鳴きな
がら頭をぴょこんと下げておじぎをし
ます。人をあまり恐れないので、すぐ
近くで見られることもあります。
○車にふんが
･ ･ジョウビタキの餌は小さな木の実や
小動物などです。縄張り意識が強く、
近くに別のジョウビタキを見つけると
追い掛けます。車のバックミラーの前
に、鳥のふんがたくさん付いているこ
とがありますが、ジョウビタキの仕業
です。鏡に映った自分の姿を縄張りに
入ってきたライバルだと勘違いし、攻
撃しに来ているのです。
（旭市文化財審議会委員　齊藤敏一）

かわいらしい冬鳥
ジョウビタキ

ふるさとの自然 34

くらしのカレンダー

イ イキ キ

“イキイキあさひっ子”を大募集
　掲載を希望する人は、秘書広報課広報広聴班（〒289-2595�旭市二の1920・
☎62-8070）へ。
　対象は、小学校入学前の幼児です。申込用紙は、旭市保健センター、飯岡保健
センター、秘書広報課、各支所にあります。

1日（火）元旦
4日（金）市役所仕事始め
12日（土）消防出初式（午前９時30分〜　旭文化の杜公園）
13日（日）成人式（午前10時〜　東総文化会館）
14日（月）成人の日
18日（金）とがらしごぼう（午前５時〜　西宮神社）

　謹賀新年。本年も「広報あさ
ひ」をよろしくお願いします。

　くわしくは４ページにありますが、元気な男の子が誕生しま
したね。市内をいつも走り回っているそうです。ちなみにわが
編集部「全員男の子」ですが、皆おじさんなので元気に走り回る
ことは、ほぼ不可能です。とはいえ市内各地を回り、取材する
のが私たちの仕事。元気に走り回れるよう、初詣に行って「10
歳くらい若返らせてくれると助かるんですが」と、遠慮がちに
お願いしてみます。あっ、10歳じゃ足らないな、多分……。（Ｙ）

こ 話編 ぼ集 れ

あさひっ子
琉
る
那
な

ちゃん
平成22年12月６日生
両親＝伊藤佳さん
　　　奈緒美さん〔鎌数〕

「洗濯カゴの中が大好きな、
るなちゃん♡　ママのお手
伝いできるかな？」

和
あい
乃
の

ちゃん（上）
平成18年８月14日生

姫
ひな
乃
の

ちゃん（下）
平成22年７月２日生
両親＝林真大さん
　　　遥さん〔鎌数〕

「２人そろってピースサイン！
かわいいでしょ♡」

「この笑顔、メロンパンナちゃ
んに負けないね！」

聖
ま
生
き

ちゃん
平成21年９月20日生
両親＝岡野暁さん
　　　恵美子さん〔ニ〕


